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外調査の実施が必要であると述べているが、その実施
は少なく、その研究成果もあまりみられないとしてい
る。その中では、井田ほか（1992）が小学校教員養成
課程において、深見（2008）が共通教育科目において、
それぞれフィールドワークを取り入れた授業をしてい
る例として挙げられる。地理教育を活性化させるため
には、多くの事例を蓄積させ、知識やアイディアを共
有する必要がある。
この講義では、学生にとってなじみ深い荒牧キャン
パスとその周辺を対象に地図作業、フィールドワーク、
成果発表などを組み合わせ、学習指導要領の目標につ
いて具体的に理解させる授業内容とし、上記の課題に
応えるものをめざした。
また、この目標とは別に、地図の有効性や、フィー
ルドワークの面白さを実感してもらおうとも考えた。
特に、いくつかの異なる専攻からなるという受講生の
特徴を考えると、地図作業やフィールドワークの目的
を地理教育だけにとどめるのではなく、受講生の各専
攻でもこの講義で得た知識や体験を応用してもらいた
いとも考えた。そのため、地図を活用することや様々
な情報を地図化することが、他分野でも広く活用でき
ることを示すことを心がけた。
本稿では、まず、次章で講義の概要について述べ、
?章で、地図作業やフィールドワークを行った授業や
その意図について具体的に報告し、あわせて実際の授
業時や授業後の感想から得られた受講生の反応につい
て紹介する。?章では、この講義の効果について検討
を行う。
?．講義の概要
「初等科社会」の講義は、分野の異なる二人の社会
科教員が担当するため、全15回の講義回数のうち、筆
者は７回分を担当した。
担当した講義は、カリキュラム上、2008年度、2009
年度ともに家政専攻、保健体育専攻、国語専攻、英語
専攻の３年生が主に受講している。受講者数は、2008
年度では70名程度、2009年度では50名弱であった。受
講者に、高校の時、地理を選択したかどうかを尋ねた
ところ、ほとんどの学生が選択しておらず、中学以降、
地理に関する授業はほとんど受講していないといえ
る。
基本的な授業構成は、両年とも同様であるが、2008
年度の講義での反省を踏まえ、2009年度では内容や配
付資料を一部変更しているため、ここでは2009年度分
を中心に紹介する。
第１回 ガイダンス【講義目的や内容の紹介、都道府
県名クイズの実施】
第２回 地図を知る【クイズ結果の地図化、「全国ア
ホ・バカ分布図の完成」ビデオの視聴】
第３回 地図を使う【新旧地形図を使ったキャンパス
周辺の土地利用変化の把握】
第４回 地図を使う【フィールドワークの実施】
第５回 地図を知る【「地形図利用の事例」のビデオの
視聴】
第６回 地図で考える【キャンパスマップづくり】
第７回 地図で考える【キャンパスマップの発表】
講義の構成として、「地図を知る」「地図を使う」「地
図で考える」の大きく３つにわけて、毎回の授業で地
図を必ずとりあげ、受講生に地図を意識させるように
心がけた。
第１回では、講義の目的や内容について紹介し、中
学や高校の時に、地理の授業をどの程度受けてきたの
かなどについて質問をおこなった。また、都道府県名
を白地図に書かせる課題を実施した。
第２回では、前回のクイズの結果を基に作成した正
答率の分布図（図１）を提示した。この図から正答率
に地域的差異があることを認識させた。また情報を地
図化することで、情報の特徴が容易に把握できること、
集計した結果を効果的に提示できることを示した。ま
た、「全国アホ・バカ分布図の完成」というテレビ番組
を収録したビデオを視聴させ、方言調査において地図
がどのように利用されたのかを考えさせた。
第３回では、荒牧キャンパス周辺の土地利用変化を、
新旧地形図を用いた地図作業によって把握させ、続く
第４回ではキャンパス周辺を歩き、地形と土地利用の
関係や、現在の景観に残る古い生活様式を発見する
フィールドワークを行った。
第５回は、国土地理院発行の地形図を活用したテレ
ビ番組を視聴させ、その感想を書いてもらった。本来
は第３回の前に実施すべき内容であるが、この時期が
梅雨にあたり、外出するフィールドワークを前倒しで
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行った結果、順序が逆となっている。
第６、７回では、実際に自分たちで情報を集めて地
図を作成させ、それをわかりやすく提示させることを
行った。具体的には、出身地別に班を編制した後、班
ごとにテーマを決め、そのテーマに沿った写真を集め
ることとした。その結果を白地図にまとめ、各班の班
長によって結果を発表してもらった。発表会の後、１）
キャンパスマップをつくるために地図化するとよい対
象、２）小学校、中学校で地図を利用・活用できる授
業案を考えさせた。特に、２）の設問では、地理に関
係なく自分の専攻をふまえて書くように指示し、あわ
せて授業の時に作成できそうな地図も描くように指示
した。
第３、４、６、７回は、具体的に地図作業やフィー
ルドワークを行った授業であり、次章ではこれらの回
の授業について詳しく述べる。
?．地図作業やフィールドワークの内容
１．新旧地形図を使ったキャンパス周辺の土地利用変
化の把握
新旧地形図を使う作業は、小学校や中学校の社会や
地理の教科書にも掲載され、教育現場で一般的に実施
される作業学習の一つといえる。地形図を使って、土
地利用の歴史的な変遷を理解させるためには、段階的
に理解させて行うことが必要であると考える。この授
業では、受講生にキャンパス周辺の新旧地形図のコ
ピー（図２）と、地図作業の順序を記した資料を配布
し、土地利用の変化や土地利用と地形の関係が体系的
にわかるにように配慮した。
地図作業の指示は以下の通りである。
【課題】 利根川から国道17号に挟まれた地域の土地利
用の変化を考えなさい。
１）時代が異なる３枚の地図について桑・水田・広葉
樹／針葉樹・畑を薄く塗り分けなさい。凡例をつけ
ること。
２）昭和38年と平成14年の地図を見比べて、位置が変
化していない構造物（交差点・道や水路の曲がりな
ど）を３カ所みつけなさい。
３)２）で見つけた地点を参照して、トレーシングペー
パーを使い群馬大学の外周・グラウンド・教育学部
校舎の位置を、大学移転前の昭和38年発行の地形図
にいれなさい。
４）上毛大橋と、橋と国道17号を結ぶ道路を昭和63年
の地形図にいれなさい。
５）昭和63年の地形図で標高140ⅿ・125ⅿ・120ⅿを赤
色で着色しなさい。
６）等高線をもとに、方眼入りトレーシングペーパー
で地形断面図を作りなさい。
７）断面図に地図記号をいれて土地利用を模式的に表
しなさい
８）地形断面図を複製して他の年代の土地利用も断面
図にいれなさい。
９）地形と土地利用の関係が年代ごとにどのように変
化したのか述べなさい。
作業の指示に含まれていないが、地形図の地図記号
や等高線に関する情報について授業内で適宜解説して
いる。なお、等高線間隔の粗密が地形の起伏を表して
いることは口頭で述べても受講生が理解することは難
しい。しかし自分自身で地形断面図を実際に作ること
により、等高線間隔と地形の起伏の関係についてある
程度納得させることができる。
この授業では単純な色塗り作業にも意味があるこ
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図１ 2009年度受講生の県名クイズの正答率（ｎ＝44）
県名は漢字で書かせる指示をし、漢字の書き間違い
やひらがなでの回答も誤りとした。
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と、断面で土地利用変化を表現することにより、その
変化が端的にわかることを実感させることを主眼とし
た。この作業で作成した断面図の回答例を図３に示す。
２．キャンパス周辺のフィールドワーク
フィールドワークの授業について、2008年度は受講
生が70名と多かったため、安全面を考慮してキャンパ
ス外へ出ることを取りやめ、キャンパス外周を歩くこ
図２ 土地利用変化の授業で用いた新旧地形図の配付資料（75％縮小、2.5万分１「渋川」図幅)
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ととした。一方、2009年度では50名弱と少なかったた
め、社会専攻の大学院生に協力してもらい、キャンパ
ス外へ出ることとした。
両授業とも、いくつかのポイントで立ち止まり、今
どこにいるのかを地図上に印をつけさせるとともに、
歩いたルートを正確に図示するように指示している。
以下、2008年度と2009年度の授業について順番に述べ
る。なお、歩いたルートマップを図４に示す。
2008年度の授業では、はじめに教育学部Ａ棟と中央
図書館間の高低差（Ａ地点、図５）に注目させた。崖
の比高は約1.7ⅿであるが、昭和38年地形図から、ここ
を境に微高地側では果樹園や畑として、低地側では水
田として利用していることを読み取らせ、キャンパス
内の起伏が昔から存在していたこと、微妙な地形条件
の違いが土地利用にも反映していたことを認識させ
た。
次に、Ｂ地点で足元をみるように指示し、角の取れ
た丸い礫が散在していることから大学内の低地帯がか
つて利根川の分流であったことを指摘した。
その後キャンパス内の遊歩道を歩き、キャンパス北
縁にある水路を観察した（Ｃ地点、図６）。この水路は、
地上から２ⅿ程度高いところにあるため、キャンパス
と外部を区切る塀のように見える。しかし、水路の上
へ上がれる箇所があり、そこでは水が流れている様子
を見ることができる。ただし、この地点より下流では、
この塀がなくなり水路も地下へ滝のようになって落ち
込んでいる。なぜ、このような高いところに水が流れ
ているのか、またなぜここより下流では水路がなく
なっているのかを考えさせた。受講生にとっては全く
わからないようであったが、下流の川原町のための農
業用水であること、上流の広瀬川から水をひき勾配を
緩くしてできるだけ高さを保ったままここまで流れて
いること、ここより下流では逆サイホンの原理で道路
の下に水路を設けて、川原町で再び地表に水路として
現れていることなどを説明した。
その後、キャンパス西縁の林内に設けられた遊歩道
を歩きながら、昭和38年当時も同じように林であった
ことを地図から読み取らせた。また、新鮮な切り株か
図３ 昭和38年地形図における土地利用と地形断面図
（図２のＡ-Ａ′間）
図６ キャンパス北縁の水路（Ｃ地点）
位置は図４に示す。奥に見えるのが教育学部校舎。
図５ 教育学部Ａ棟と中央図書館間の崖（Ａ地点）
位置は図４に示す。
図４ フィールドワークのルートと観察地点
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ら年輪を数えさせ、少なくとも樹齢が40年以上あるこ
とを確認させた。
次に、Ｄ地点で立ち止まり、ここから見える風景に
ついて考えさせた。ここからは川原町の交差点付近を
みることができた??。まず、昭和38年の地形図から川原
町の交差点付近が当時どのような土地利用であったか
を述べさせた。ちょうどここは断面図を描かせた地点
上にもあたり、受講生には自分が作成した断面図を参
照して、当時手前側には水田があり、奥側には集落が
あったことを気付かせた。現在では土地区画整理事業
によって当時の土地利用や地形がほとんど残っていな
いことを示すため、一軒の家屋に注目するように指示
し、この家屋の特徴について挙げてもらった（図７）。
受講生からは、この家屋が周囲に比べて古いこと、２
階建てで大きな屋根の上にもう一つ小さい屋根がつい
ていること、周囲の家屋や店舗よりも位置が高いこと
などの返答が寄せられた。何人かの学生は、この様式
の家屋が養蚕農家特有のものであることを知っていた
ようであるが、それが身近なところにあるのは知らな
かったとのことであった。また、前回の授業で作成し
た断面図によって、昭和38年当時、集落は微高地にあ
り、水田が低地（旧河道）にあることをそこで改めて
認識させた後、現在ではその高低差がなくなってしま
い、土地利用も大きく変わっていること、この家屋だ
けが当時の高度を保っていることを現在の景観から読
み取ることができることを伝えた。
その後、キャンパスの南縁を歩き、キャンパスの南
東角（Ｅ地点、図８）にて立ち止まり、正面に見える
小さな崖に注目させた。ここも断面図で作成した地点
にあたる。受講生からは前回の地図作業で確認した高
度差が、実際の場所でも崖としてきちんと現れている
ということが理解できたとのことであった。現在では、
住宅地とキャンパスという土地利用の違いであるが、
昭和38年当時は水田と桑畑の境界であることを確認さ
せた。さらにＤ地点でみた養蚕農家の家屋に対応して
広い範囲で桑が植えられていたことを地図から読み取
らせた。偶然Ｅ地点付近に桑の木が残っており、桑の
木がどのようなものであるかも説明した。
以上が、2008年度のフィールドワークの概要である。
ただし農業用水の部分については単に１地点しか見な
かったので、受講生の多くは、この農業用水がどのよ
うに使われているのか、またなぜ塀の上にあるのかわ
かりにくかったという反省が残った。そのため、2009
年度では、キャンパス外へでて、この農業用水に沿っ
て歩くこととした。
2009年度では、地図上で発電所の地図記号があると
ころへむかい、実際に県営の関根発電所があることを
確認した。次に公園内にある石碑に向かい、この地点
に明治初期に機械製糸場があったことを紹介した（Ｆ
地点、図９）。明治時代、農家から集めた繭をここで生
糸に加工していたことを説明した。
その後、関根発電所の貯水池を周回した（Ｇ地点、
図10）。キャンパスの近いところに大きな貯水池がある
ことを知らない学生も多かったようである。この貯水
池から川原町へ供給する用水路がはじまっている（Ｈ
地点、図11）。学生には、予めこの用水路と自分が歩い
ている地面の高さに注目するように伝えた。その後、
この用水路に沿って歩くと、はじめは地面よりも用水
路が低かったのが、徐々に用水路が高くなり、キャン
図７ 川原町に残る旧来の家屋 中央右の家屋と手前の店
舗の間に崖があることに注意。
図８ キャンパス南東角におけるキャンパスと住宅地の高
低差（Ｅ地点） 位置は図４に示す。
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パス北縁では用水路の位置が背丈よりも高くなってい
ることを気づかせた。これには受講生には新鮮な感動
があったようである。途中、道路を避けるために逆サ
イホン方式で道路下に水路が没する関係でややわかり
にくいものの、同一の水路であることから、少なくと
も取水口よりも低くなるはずである。しかし、実際に
は地面よりも遥かに高くなっている。これは、歩いて
いる地面の方がより傾斜しているために生じたもので
ある。その後キャンパス北縁の水路に沿って歩き、Ｃ
地点で2008年度と同じ説明を行った。
川原町の区画整理地内を歩き、Ｉ地点（図12）へと
むかった。Ｉ地点は、高さ約２ⅿの石組みの塔がある
公園である。この塔に登らせて何が見えるかを調べさ
せた。ここでは、さきほどのＣ地点から地面下に没し
た水路が再び地上に出ている地点であり、水が流れて
いることからＣ地点の水路の高さよりもこちらの地点
のほうが低いこと、ここより下流では水路は地表を流
れ、川原町の農業用水として利用されていることを説
明した。これより後は、2008年度の説明とほぼ同一で
ある。
2009年度の授業終了後、フィールドワークの感想を
書かせたところ、先週の地図作業をしていることで、
フィールドワークがより有意義になったとする意見
や、普段通学する範囲にもかかわらず視点を持てば過
去や現在の生活様式がわかることに驚いたなどの肯定
的な意見が寄せられた。ただし、１時間半という限ら
れた時間の中で約２㎞の距離を解説しながら歩く関係
上、速度を速めて歩いたことから、早すぎて説明が聞
けなかったなどの否定的な意見も少なからず寄せられ
た。
図９ 明治初期の機械製糸場跡の石碑（Ｆ地点）。位置は図
４に示す。
図10 関根発電所の貯水池（Ｇ地点）。位置は図４に示す。
右奥に社会情報学部の校舎が見える。
図11 用水路のはじまり（Ｈ地点）。位置は図４に示す。正
面の堤は貯水池の堰堤である。水路が地面より下に
あることに注意。
図12 農業用水が湧く円筒状の塔（Ｉ地点）。位置は図４に
示す。
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３．キャンパスマップをつくる
この授業では、実際に自分たちで情報を集めて地図
を作成することにより、地図活用の有効性を学んでも
らうことを意図した。2009年度では、班を編制し、キャ
ンパス内に限定して、班ごとに独自のテーマに沿って、
キャンパスマップを作成することを課題とした。なお、
2008年度では、班編制をせずそれぞれ個人で好きな
テーマでキャンパスマップを作成させようとしたが、
個人でマップを作る作業が難しく、マップを作成する
ところまで行うことができなかった。したがって、こ
こでは2009年度の内容のみを紹介する。
授業の流れは以下の通りである。
１）班分け
同じ専攻ごとにまとめた場合、端数の受講生は他専
攻と組むことになり、チームワークの面で差が生じる
と考えた。従って、出身地ごとにＡ班（他県）、Ｂ班（東
毛）、Ｃ班（高崎）、Ｄ班（西毛）、Ｅ班（北毛桐生）、
Ｆ班（中毛）の６班にわけて、できるだけ公平性をも
たせた。
２）テーマ決め
それぞれの班ごとに、班長を決めてもらい、地図を
作成する一つのテーマを相談してもらった。テーマは
各班で自由に決めさせたが、こちらからは、学内の看
板、絵画、銅像や、歩いて見つけた動植物、キャンパ
ス内の地形、あるいは眺めがよいと場所などを紹介す
る例を紹介した。各班では、荒牧センチメンタルマッ
プ、思い出マップ、赤いものマップ、「扉」マップ、バ
リアフリーマップ、様々なマークマップというテーマ
が決められた。
３）キャンパスの情報収集
受講生各自で、テーマに合致しているキャンパス内
の場所を、携帯電話のカメラ機能で撮影するように伝
えた。すべての学生がカメラ機能付き携帯電話を持っ
ており、これを使うことにより現地の情報を効率よく
収集することができた。なお、受講生全員にキャンパ
ス白地図??を配布し、撮影したポイントを必ず地図に
落とすことを指示した。あわせて何を撮影したのかに
ついてもメモを残すことを伝えた。情報収集にかける
時間を約45分間に設定した。
４）各班の打ち合わせ
情報収集から各自が戻ってきてから、集めてきた写
真をみながら班ごとに相談して、テーマにふさわしい
写真を10点を決めさせた。その後、10点の写真につい
て、どこで撮影したのか、その情報の内容について、
班ごとにキャンパスマップに整理し、提出してもらっ
た。写真は、私のメールアドレス宛に、写真を添付し
たメールを送信するにように伝えた。
４．キャンパスマップの発表会
送信してもらった写真と、撮影した地点が書き込ま
れているキャンパス地図から、こちらで、ドローソフ
トであるAdobe社 Illustratorによって写真と説明文
をつけたキャンパスマップを作成した（図13）。教育的
な観点からは、プリントアウトした写真を配布し、模
造紙などで受講生に地図を自作させた方がよいと考え
たが、日程の都合でこの作業を割愛した。
このキャンパスマップから班ごとに発表をおこなっ
た。班ごとのテーマ、テーマ設定の理由、選んだ写真
の解説などを各班５分程度でおこない、他の班の受講
生は聞き役となり、最も気に入ったマップを作った班
を選んでプリントに書くように指示した。
?．講義の効果と課題について
１．地図作業
今回の地図作業では、新旧地形図の比較から土地利
用変化を把握すること、土地利用と地形の関係を捉え
ることの二つの目的があった。ただし、地図作業だけ
では十分な学習効果があるとは考えにくい。フィール
ドワークと組み合わせることで、地図作業が予習的な
意味をもち、どの地域がどのような変化をしているの
かを事前に認識し、フィールドワークの際の視点を形
成する役割を果たしていたといえる。
２．フィールドワーク
本講義のフィールドワークは、地理学分野における
「巡検」のスタイルに近い。それは先導者が各地点で
見るべきポイントを提示し、同行者がその解説に沿っ
て、現場を実際に観察するスタイルである。学校現場
において、フィールドで何かを自ら発見し、それにつ
いて深く追求することは望ましいと考えるが、フィー
ルドワーク未経験者は、何をどのようにみたらよいの
かとまどうことが予想される。巡検スタイルの進め方
は、一方的に知識を与えがちであるが、どこをどのよ
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うな視点で見ればよいのかを教えることができる利点
をもち、フィールドワークに慣れていない場合にはこ
ちらの方が有意義であると考える。知識をただ伝える
だけでなく、受講生に対して見るべき視点に注目させ、
その特徴について答えさせることで、どのように地域
を見たらよいのかを理解する方法を気づかせる配慮も
必要であろう。
３．地図作成と発表
今回、地図作成では携帯電話のカメラ機能を利用し
た。ほとんどの学生が携帯電話を所有することから野
外の様々な情報を入手する方法として有効であり、さ
らにそれを効率よくパソコンのデータに取り込める。
また、普段学生が使用する携帯電話であるため操作を
教える必要もなくスムーズに情報の収集を行うことが
でき、フィールドで集めてきた情報を地図上で整理す
ることも受講生自身で行なわせることができた。しか
し発表用の地図の作成はこちらで行ったため、受講生
自身に、見栄えの良い地図をどのように効率よく作ら
せるかは今後の課題といえる。
４．受講生のレポートから
この講義の最後に、小学校・中学校で地図を利用・
活用できる授業案を自分の専攻に即して書く課題を与
図13 授業で作成したマップの一例
21小学校教科専門科目における地図・フィールドワークへの理解を深める講義構成とその実践
えた。この意図は、これまでフィールドワークや地図
作業を行ってきたが、どの程度理解しているかを確認
するためである。受講生の一人の回答を示す。
この受講生は国語専攻の学生であるが、詩・短歌・
俳句の授業の中で、季節を感じる場所を校内地図に示
す活動を考えていた。授業の進め方として、校内で１）
季節を感じる場所を探す、２）なぜ季節を感じられる
かを記録する、３）その感じをもとにその季節にあっ
た詩・短歌・俳句を作ることを想定している。児童・
生徒が探した場所を地図で表現することで、１）実感
の伴う体験ができる、２）その場所をだれでも特定で
きるようにし、全体で共有できる、３）本人も覚えら
れる、４）いくつかの場所の共通点、相違点がわかる
という利点を挙げていた。
以上の記述は、地図がもつ利点を有効に活用したも
のといえ、本講義の内容を自分のものとして理解して
いる一つの証左であると考える。
?．おわりに
本報告では、2008年度、2009年度に実施した「初等
科社会」の講義の内容について紹介し、その効果・課
題について検討した。将来小学校教員を志望する学生
に、大学の授業において地図やフィールドワークのも
つ意義や面白さを実感させることが、将来彼らが教員
になった際、これらを取り入れた授業を試みようとす
る動機付けになるのではと期待している。
今後は、一般の学校現場でも活用できる地図作業や
フィールドワークの現実的で効果的な学習方法につい
て検討していきたい。
注
１)2009年10月現在、交差点とキャンパスの間に店舗が新しく
建てられたため、キャンパス外周から川原町の交差点をみる
ことはできない。
２)キャンパス白地図は、大学施設部からCADファイルとし
て提供されたものを、ドローソフトAdobe社 Illustrator CS
で開き、不必要な情報を削除したものを印刷した。
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